
吃音とは、「連発」「伸発」「難発」という言語症状により発話が非流暢な

状態です。２～４歳代で吃音が始まることが多いといわれています。

保護者の方向け

吃音についてのお話 Part１

1.症状

主な言語症状は３つといわれています。

①連発：音の繰り返し

例）「き、き、き、き、きたきゅうしゅう」

②伸発：音の引き伸ばし

例）「きーーーたきゅうしゅう」

③難発：音のつまり

例）「・・・きたきゅうしゅう」

2.原因

色々な研究がされていますが、まだはっきりとした原因は分
かっていません。
以前は「保護者の愛情不足が原因」「子育ての仕方に問題

がある」と言われたこともありましたが、現代では否定され
ています。
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これらの症状は『波』があるといわれています。比較的、流暢に
話すことができる時もあれば、ことばがつまりやすい時もあります。


